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政策担当者にきく
「大阪府の私立高校無償化」

　
『
世
界
』
5
月
号
で
名
古
屋
大
学
大
学

院
教
授
（
教
育
行
政
学
）
中
嶋
哲
彦
氏

が
「
収
奪
と
排
除
の
教
育
改
革
」
と
題

し
て
、
副
題
で
「
大
阪
府
に
お
け
る
私

立
高
校
無
償
化
の
本
質
」
と
し
て
、
大

阪
府
で
の
橋
下
府
知
事
（
当
時
）
が
実

施
し
た
「
私
立
高
校
無
償
化
」
に
つ
い

て
論
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

中
嶋
論
文
の
趣
旨
・
狙
い
は
主
テ
ー

マ
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
ど
も
は

む
し
ろ
副
テ
ー
マ
の
当
の
私
立
高
校
生

無
償
化
の
意
義
に
つ
い
て
、
中
嶋
論
文

に
そ
い
な
が
ら
、
橋
下
知
事
（
当
時
）

の
下
で
制
度
設
計
の
実
務
を
担
当
し
た

室
井
俊
一
さ
ん
（
前
・
大
阪
府
私
学
大

学
課
長
）
に
、「
政
策
担
当
者
か
ら
み
た

私
立
高
校
無
償
化
」
の
実
像
を
改
め
て

な
ぞ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

少
し
で
も
正
確
に
「
大
阪
の
私
立
高

校
無
償
化
」
の
実
状
が
捉
え
ら
れ
た
ら
、

と
い
う
の
が
今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

趣
旨
で
す
。

Ｑ
：
ま
ず
中
嶋
教
授
は
（
第
3
章
）
橋

下
前
大
阪
府
知
事
の
私
立
高
校
無
償
化

に
つ
い
て
、
そ
も
そ
も
「
教
育
の
機
会
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学
を
断
念
す
る
生
徒
を
出
さ
な
い
」
と

し
て
、
大
阪
の
私
立
高
校
や
高
等
専
修

学
校
に
協
力
を
求
め
、
2
0
1
0
年
度

か
ら
全
国
で
初
め
て
「
年
収
3
5
0
万

円
未
満
世
帯
の
私
立
高
校
授
業
料
無
償

化
」
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
こ
の
政
策

は
あ
く
ま
で
も
「
高
校
就
学
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
構
築
」
を
目
的
に
し
た
も
の

で
す
。

　

2
0
1
0
年
春
の
高
校
入
試
で
は
、

年
収
3
5
0
万
円
未
満
世
帯
の
私
立
高

校
授
業
料
無
償
化
に
よ
り
「
公
立
志
向
」

が
緩
和
さ
れ
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
機
能
を
果
た
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
無
償
化
の
対
象
と
な
ら
な
い
中
間

所
得
層
に
と
っ
て
は
、
全
国
平
均
で
年

間
55
万
円
（
施
設
整
備
費
含
む
）
と
さ

れ
る
私
立
高
校
の
授
業
料
負
担
は
重
た

く
、
公
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
が
実

施
さ
れ
る
中
で
は
、
ど
う
し
て
も
選
択

肢
が
限
ら
れ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　

橋
下
前
知
事
は
、
常
々
、「
家
計
の

経
済
的
事
情
に
左
右
さ
れ
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
自
ら
の
希
望
や
進
路
に
沿
っ
て

公
立
高
校
、
私
立
高
校
、
高
等
専
修
学

校
を
自
由
に
学
校
選
択
で
き
る
機
会
を

提
供
し
た
い
」
と
発
言
さ
れ
て
お
り
、

2
0
1
1
年
度
か
ら
は
、
所
得
中
位
と

言
わ
れ
る
年
収
6
1
0
万
円
未
満
世
帯

ま
で
無
償
、
高
校
生
世
帯
の
7
割
を
カ

バ
ー
す
る
年
収
8
0
0
万
円
未
満
世
帯

ま
で
は
授
業
料
負
担
が
10
万
円
に
な
る

よ
う
に
、
私
立
高
校
授
業
料
無
償
化
を

大
幅
に
拡
充
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
教
育
の
機
会
均
等
の
観
点

か
ら
、
経
済
的
事
情
に
左
右
さ
れ
な
い

自
由
な
学
校
選
択
を
目
指
す
も
の
で
す
。

Ｑ
：
た
し
か
大
阪
府
で
は
、
民
主
党
政

権
が
誕
生
し
て
公
立
高
校
授
業
料
実
質

無
償
化
を
打
ち
出
す
前
か
ら
、
橋
下
知

事
（
当
時
）
は
私
立
高
校
生
に
対
す
る

独
自
の
就
学
支
援
策
を
講
じ
て
い
ま
す

ね
。

Ａ
：
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
家
計
所

得
が
急
減
し
て
授
業
料
が
負
担
で
き
ず

高
校
就
学
を
継
続
で
き
な
く
な
る
生

徒
を
出
さ
な
い
た
め
、
橋
下
前
知
事
は

2
0
0
9
年
度
の
補
正
予
算
で
「
家
計

急
変
世
帯
の
私
立
高
校
授
業
料
の
臨
時

減
免
事
業
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ

の
就
学
支
援
事
業
も
「
経
済
的
理
由
か

ら
高
校
就
学
を
断
念
す
る
生
徒
を
出
さ

な
い
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
も
の
で

す
。

　

こ
の
事
業
は
、
私
立
高
校
の
授
業
料

無
償
と
い
う
考
え
を
打
ち
出
し
た
点
に

お
い
て
、「
年
収
3
5
0
万
円
未
満
世

帯
の
私
立
高
校
授
業
料
無
償
化
」
の
原

型
に
な
っ
た
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ
：
橋
下
知
事
（
当
時
）
は
、

2
0
0
8
年
度
に
、
財
政
再
建
を
理
由

に
私
学
助
成
の
補
助
単
価
の
引
き
下
げ

を
実
行
し
て
い
ま
す
。
中
嶋
氏
は
、
こ

の
時
期
の
橋
下
知
事
（
当
時
）
の
私
学

敵
視
策
を
問
題
視
し
て
い
ま
す
。

Ａ
：
2
0
0
8
年
度
の
私
学
助
成
の
補

助
単
価
引
き
下
げ
は
、
聖
域
な
く
大
阪

府
の
全
て
の
施
策
・
事
業
を
対
象
に
し

た
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
私
学
だ
け
を
標

的
に
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
私
学
助
成
は
金
額
的
に
も
大
き

く
、
教
育
の
質
に
直
結
す
る
も
の
で
あ

る
た
め
、
大
阪
府
議
会
で
も
大
き
く
取

り
上
げ
ら
れ
、
修
正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
等
原
理
」に
た
っ
て（
橋
下
前
知
事
は
）

こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
が
、
鵜
呑
み
に

は
で
き
な
い
と
の
ご
指
摘
で
す
。

Ａ
：
大
阪
府
の
私
立
高
校
授
業
料
無
償

化
の
目
的
は
、「
高
校
就
学
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
構
築
」
と
「
生
徒
の
自
由
な

学
校
選
択
（
教
育
の
機
会
均
等
）」
で
あ

り
、
こ
こ
は
鵜
呑
み
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
阪
府
が
私
立
高
校
授
業
料
無
償
化

に
至
っ
た
背
景
と
し
て
、
先
ず
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
当
時
の

高
校
生
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
で
す
。

2
0
0
9
年
春
の
高
校
入
試
で
は
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
の
影
響
か
ら
、

公
立
高
校
の
志
願
倍
率
が
急
激
に
上
昇

し
、
定
時
制
高
校
で
初
め
て
不
合
格
者

が
出
る
な
ど
の
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。

特
に
、
低
所
得
世
帯
の
受
験
生
に
と
っ

て
は
、
公
立
高
校
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
る
一
方
、
私
立
高
校
は
授
業
料
負
担

が
大
き
く
、
高
校
就
学
危
機
と
も
言
え

る
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

橋
下
前
知
事
は
、
こ
う
し
た
事
態
に

直
面
し
て
、「
経
済
的
理
由
か
ら
高
校
就
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は
、
学
校
に
よ
っ
て
経
常
費
補
助
の

生
徒
単
価
の
配
分
格
差
が
非
常
に
大

き
か
っ
た
と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
度
で
約
4
倍
で
し
た
が
、

学
校
が
違
う
こ
と
で
、
生
徒
に
対
す
る

補
助
単
価
に
こ
れ
だ
け
大
き
な
差
が
生

じ
る
こ
と
は
不
公
平
で
あ
り
是
正
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
配
分
格
差
が
大
き
く
な
り
す

ぎ
た
原
因
の
一
つ
に
、
配
分
基
準
が
画

一
的
で
あ
る
点
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
点
も
見
直
し
て
学
校
の
自
由

度
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｑ
：
大
阪
府
の
資
料
に
よ
る
と
、
国
の

高
校
授
業
料
無
償
化
の
制
度
が
変
更
さ

れ
た
場
合
、「『
中
低
所
得
層
を
対
象
に

公
私
間
の
授
業
料
の
面
で
の
条
件
を
ほ

ぼ
同
一
に
す
る
』
と
い
う
本
制
度
の
趣

旨
を
尊
重
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
」

と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
府
立
高
校
に
つ
い
て
は
、
私
立
高

校
に
お
け
る
授
業
料
負
担
と
の
バ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
な
が
ら
、
応
能
負
担
の
考

え
方
な
ど
を
含
め
授
業
料
水
準
の
設
定

を
行
う
こ
と
も
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
趣
旨
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
：
多
額
の
税
金
を
投
入
し
て
私
立
高

校
生
の
授
業
料
無
償
化
と
い
う
施
策
を

実
施
す
る
以
上
、
効
果
の
検
証
や
見
直

し
の
基
準
、
万
が
一
国
の
授
業
料
支
援

が
な
く
な
っ
た
場
合
の
措
置
な
ど
も
事

前
に
定
め
て
お
く
こ
と
が
当
然
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
授
業
料
の
応
能
負
担
で
す
が
、

一
般
的
に
「
家
計
所
得
と
学
力
に
は
相

関
関
係
が
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、

公
立
高
校
の
中
で
も
学
力
ト
ッ
プ
校
の

生
徒
の
世
帯
収
入
は
平
均
所
得
を
大
き

く
上
回
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
低
所
得
層
で
公
立
高
校
に

進
学
で
き
な
か
っ
た
生
徒
に
は
、
私
立

高
校
の
高
い
授
業
料
負
担
が
余
儀
な
く

さ
れ
、
不
本
意
就
学
と
な
っ
て
い
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
授
業
料
は
サ
ー
ビ

ス
へ
の
対
価
で
あ
る
た
め
応
能
負
担
に

な
じ
ま
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
に
も
不
平
等
で
す
。

　

あ
く
ま
で
も
、
国
の
高
校
授
業
料
無

償
化
の
制
度
が
変
更
さ
れ
た
場
合
と
い

う
仮
定
を
置
い
た
上
で
す
が
、
そ
の
と

き
に
は
、
現
実
を
き
ち
ん
と
直
視
し
た

議
論
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。

Ｑ
：
大
阪
府
で
は
、
私
立
高
校
授
業
料

無
償
化
に
伴
い
、
長
年
の
慣
例
と
し
て

続
い
て
き
た
公
私
間
で
生
徒
の
募
集

定
員
を
定
め
る
「
公
私
間
協
議
」
を

2
0
1
0
年
度
に
廃
止
し
ま
し
た
。
橋

下
知
事
（
当
時
）
は
、
こ
の
公
私
間
協

議
を
「
カ
ル
テ
ル
」
と
言
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
廃
止
に
至
る
経
過
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
：
大
阪
府
で
は
長
年
、
公
立
中
学
校

を
卒
業
し
た
府
内
の
高
校
進
学
予
定
者

に
つ
い
て
、
公
私
の
高
校
が
計
画
的
に

生
徒
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
主
に
全
日

制
高
校
に
つ
い
て
公
立
高
校
が
7
割
、

私
立
高
校
が
3
割
と
い
う
受
け
入
れ
比

率
を
毎
年
協
議
し
て
定
め
て
い
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
7
・
3
枠
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
こ
と
は
別
に
大
阪
府
だ
け
で
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
昭
和
40

年
代
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
の
生
徒
急

増
期
に
計
画
的
に
生
徒
を
受
け
入
れ
る

た
め
、
国
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、
比
率

最
終
的
に
は
、
財
政
の
観
点
か
ら
次
世

代
に
負
担
を
転
嫁
し
な
い
と
い
う
政
治

的
判
断
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
橋
下
前
知
事
は
、
私
学
助
成

に
つ
い
て
、
学
校
（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）

へ
の
間
接
補
助
で
あ
る
経
常
費
補
助
よ

り
も
生
徒
・
保
護
者
（
ユ
ー
ザ
ー
）
へ

の
直
接
補
助
に
な
る
授
業
料
補
助
に
重

点
を
置
く
べ
き
と
の
考
え
で
し
た
。
こ

の
た
め
、
2
0
1
1
年
度
の
予
算
に
お

い
て
、
選
択
と
集
中
に
よ
り
教
育
財
政

の
重
点
化
が
可
能
に
な
っ
た
と
き
、
私

立
高
校
授
業
料
無
償
化
の
拡
充
に
力
を

入
れ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
2
0
1
1
年
度
か
ら
私
学
助
成
を

頭
割
り
（
パ
ー
ヘ
ッ
ド
）
で
配
布
す
る

こ
と
に
決
め
た
の
は
、
従
来
が
様
々
な

要
素
を
勘
案
し
て
決
め
て
い
た
の
に
対

し
て
、「
私
々
間
の
競
争
を
促
す
た
め
」

と
い
う
単
純
な
理
由
で
あ
り
、
こ
れ
で

は
様
々
な
価
値
が
脱
落
す
る
、
と
中
嶋

教
授
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。

Ａ
：
当
時
、
経
常
費
補
助
の
パ
ー
ヘ
ッ

ド
に
つ
い
て
議
論
を
し
て
い
た
背
景
に
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Ｑ
：
こ
こ
で
も
橋
下
知
事
（
当
時
）
は
、

ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
生
徒
・
保
護
者
の
目

線
か
ら
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
る
学
校

の
既
得
権
に
メ
ス
を
入
れ
た
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

Ａ
：「
７
・
３
枠
」
と
い
う
公
私
間
協
議
は
、

生
徒
急
増
期
に
は
一
定
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒
急
減

期
に
は
既
得
権
化
し
て
し
ま
い
生
徒
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
橋
下
前

知
事
は
、
こ
の
公
私
間
協
議
は
、
生
徒

に
不
本
意
就
学
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
だ

け
で
は
な
く
、
公
立
高
校
と
私
立
高
校

が
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
教
育
の
質
を
高

め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
大
阪
の

教
育
に
と
っ
て
も
マ
イ
ナ
ス
だ
と
考
え

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
公
立
高
校
と
私
立
高
校
の

間
に
は
、
保
護
者
の
授
業
料
負
担
の
面

で
大
き
な
格
差
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
い

き
な
り
「
７
・
３
枠
」
を
廃
止
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ

ば
、
公
立
の
受
験
に
失
敗
し
た
生
徒
が
、

家
計
の
経
済
的
事
情
か
ら
高
校
就
学
そ

の
も
の
を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
私
立
高
校
の
授

業
料
無
償
化
の
拡
大
に
よ
り
、
公
私
間

の
保
護
者
負
担
格
差
を
是
正
し
た
う
え

で
、「
７
・
３
枠
」
と
い
う
公
私
間
協
議

の
幕
を
閉
じ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
最
後
に
一
言
、
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
：
大
阪
府
の
私
立
高
校
授
業
料
無
償

化
は
、
橋
下
前
知
事
が
立
ち
上
げ
、
現

在
は
松
井
知
事
の
教
育
改
革
に
引
き
継

が
れ
て
い
ま
す
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

の
影
響
を
受
け
た
2
0
0
9
年
高
校

入
試
で
は
、
公
立
中
学
校
を
卒
業
し
た

生
徒
の
う
ち
私
立
高
校
入
学
者
数
は
約

1.8
万
人
で
過
去
最
低
。
公
私
で
み
た

私
立
の
比
率
は
28
％
、
専
願
率
も
20
・

98
％
で
し
た
。
そ
れ
が
、
授
業
料
無
償

化
を
大
き
く
拡
充
し
た
昨
年
（
2
0
1
1

年
）
の
高
校
入
試
で
は
、
同
じ
く
私
立

高
校
入
学
者
数
が
約
2.1
万
人
。
私
立
の

比
率
は
32
％
、
専
願
率
は
27
・
02
％
。

さ
ら
に
今
年
（
2
0
1
2
年
）
の
高
校

入
試
で
は
、
同
じ
く
私
立
高
校
入
学
者

が
約
2.3
万
人
と
大
き
く
上
昇
。
私
立
の

比
率
は34

％
で
、
専
願
率
も
26
・
53
％

と
な
る
見
込
み
で
す
（
2
0
1
2
年
入

試
の
数
値
は
速
報
値
）。

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
環
境
は
続
い

て
い
ま
す
が
、
大
阪
府
で
は
、
現
在
、

数
値
的
に
見
る
と
「
私
立
志
向
」
と
も

い
え
る
状
況
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

橋
下
前
知
事
は
、
こ
の
制
度
の
導
入

に
際
し
て
、「
教
育
は
階
層
移
転
の
最
も

効
果
的
な
ツ
ー
ル
」「
一
学
年
約
7
万
人

の
7
割
に
当
た
る
5
万
人
が
、
無
償
も

し
く
は
定
額
の
負
担
、
つ
ま
り
授
業
料

を
ほ
と
ん
ど
気
に
せ
ず
、
公
立
で
も
私

立
で
も
、
自
由
な
学
校
選
択
の
機
会
、

ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
平
成
22
年
11
月
26
日
、
第
1
回
大
阪
府

教
育
会
議
）
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
教
育
の
機
会
均
等
を
目
的
と
す

る
こ
の
制
度
が
、
大
阪
の
教
育
力
向
上

と
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
つ
な

が
り
、
さ
ら
に
は
大
阪
全
体
の
底
上
げ

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

に
は
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ

全
国
で
同
様
の
公
私
間
協
議
は
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
し
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
昭
和
62
年
を
ピ
ー
ク
に
、

少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て
高
校
に
進
学

す
る
生
徒
は
急
減
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
生
徒
急
減
期
に
お
い
て
は
、

公
私
間
協
議
は
と
も
す
れ
ば
公
立
高
校
、

私
立
高
校
の
双
方
に
と
っ
て
７
：
３
の

割
合
で
生
徒
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
「
既
得
権
」
と
な
っ
て
し

ま
い
、
弾
力
的
な
運
用
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
経
済
不
況
の
影
響
に

よ
り
公
立
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
す
る

生
徒
が
増
加
し
た
場
合
で
も
、
こ
の
公

私
間
協
議
が
大
き
な
壁
と
な
っ
て
、
公

立
高
校
が
募
集
定
員
を
増
や
す
こ
と
が

出
来
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

橋
下
前
知
事
は
、
こ
う
し
た
公
私
間

協
議
の
問
題
点
を
強
く
批
判
さ
れ
、
私

立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
の
拡
大
に
よ

り
公
私
間
の
保
護
者
負
担
格
差
を
是
正

す
る
こ
と
に
よ
り
、
30
年
以
上
続
い
た

「
７
・
３
枠
」
と
い
う
公
私
間
協
議
に
幕

を
引
き
ま
し
た
。


